
茶の花回想録

「吉野さんとのおもいでばなし」の参加者募集

主催：さやま吉野弘の会

狭山市立中央公民館

協力：MTW

（ミュージアム・シアター・ワークショップ）

Who is 

Yoshino Hiroshi?

He is poet.

日時：2024年２月10日(土)

14時から15時まで

定員：60名(先着順)

会場：狭山市立中央公民館３階

第２ホール

(市民交流センター３階)

申込方法：

令和６年１月22日(月)午前９時から

令和６年２月７日(水)正午まで、

次の２つの申込方法で参加申し込みを受

け付けます(定員に達した時点で締め切り)。

(1)電子申請での申し込み(24時間申込可)

右のコードから申し込みを受け付けます。

(2)電話または窓口での申し込み

中央公民館への電話

(☎04-2952-2230)または窓口（市民

交流センター２階）で受け付けます。

※電話・窓口での申し込みは日曜・祝日

を除く8時30分～17時15分(初日のみ

9時から)までとなります

詩人・吉野弘は、北入曽に35年在住し、自然や人間をテーマにした作品の数々を世に送

り出してきました。

「茶の花おぼえがき」「祝婚歌」「生命は」「草」・・・など

そんな詩を生み出してきた吉野さんとはどんな人物だったのか。

このたび、吉野さんご本人をよく知る方々への

インタビューを行い、そこから見えてきた吉野さんの

人物像を、今までの朗読会や講演会とは全く異なる

≪演劇≫という形でお届けする企画を立ち上げました。

演劇の製作・上映には「MTW（ミュージアム・

シアター・ワークショップ）」の皆様にご協力いた

だき、詩を読むだけでは見えなかった吉野さんの

人柄や日常の姿に迫ります。

教科書でも名前を見るような詩人が、まるで

隣人と思えるような普通の生活を送っていた

姿を、皆様と共有できれば幸いです。

Do you know

Yoshino Hiroshi?

Please know.

さやま吉野弘の会 提供

※MTW（ミュージアム・シアター・ワーク

ショップ）について

MTWは、「ミュージアムの教育コミュニ

ケーションを面白くしたい」を合言葉に、演

劇を通じて博物館等施設と来館者の間にコ

ミュニケーションの場を提供し、展示の新た

な楽しみ方・学び方を体験していただく“お

手伝い”となる活動をする集団です。


